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【評価意見】 

本研究では、従来の４因子による iPS 細胞樹立に関して、メカニズムに関する基礎

的解析を続け、皮膚細胞のみならず、肝細胞などから iPS を樹立し、真に体細胞由来

であることを確認した。iPS 細胞の効率的作製に新たに p53 抑制の意義も見いだした。

iPS 細胞のゲノム、エピゲノム、トランスクリプトーム解析なども行い、iPS 細胞に

特徴的なスプライシングパターンやメチル化解析を進め、今後の研究の基礎を築いた。

同時に、樹立効率や安全性の向上へ向けた技術開発も進め、ベクターの改良（ウイル

スからプラスミド、エピゾームなど）や c-Myc の代わりに L-Myc を用いるなどの工

夫により腫瘍形成のリスクを低減した。さらに、iPS 細胞から神経幹細胞、肝細胞、

血液細胞、心筋細胞などへの効果的な分化誘導方法も確立した。これらの基礎的研究

や技術開発により、創薬など他分野への波及効果、臨床展開などの基礎作りをしたと

考えられる。研究代表者のノーベル賞受賞に象徴されるように、日本をはじめ世界の

研究者に大きな波及効果を及ぼした。また、若手研究者の育成も順調に進んでいる。 

 


